
令和６年度

京都府域渋滞対策協議会

京都府域渋滞対策協議会の経緯

協議会資料１



R4/8/2

【主な議論の内容】
主要渋滞箇所の特
定解除方針につい
て確認。ソフト施策
（TDM）等による渋
滞対策検討の進め
方を提示。

令
和
４
年
度

第
１
回

１．これまでの経緯

○平成24年度に主要渋滞箇所を特定し公表。
○平成25年度以降は、主要渋滞箇所の交通状況、渋滞対策及び効果検証結果等を報告し審議。

京都府域渋滞対策協議会の近年の検討経緯
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H25.1.11 第１回京都府域渋滞対策協議会

H25.2.8 第２回京都府域渋滞対策協議会

主
要
渋
滞
箇
所
の
特
定
・
公
表

渋
滞
対
策
方
針･

渋
滞
対
策
の
検
討
及
び
効
果
検
証

年に１～２回の渋滞対策協議会を開催

【主な議論の内容】

○主要渋滞箇所におけるモニタリングの状況報告

○対策実施箇所における効果検証

○観光地周辺のソフト対策効果検証及び課題整理

（京都市におけるP&R施策、等）

○関係機関より実施予定の渋滞対策案を共有

○渋滞対策を実施した箇所の特定解除候補検討

○主要渋滞箇所の特定解除

■H24年度

■H25年度～

H25.2.15 京都府域の主要渋滞箇所を特定・公表

H25.1.22～28 パブリックコメントの実施
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R3/2/25

【主な議論の内容】
1箇所の交差点につ
いて、旅行速度の
改善が見られたほ
か、関係機関へのヒ
アリングで渋滞解消
を確認できたため、
主要渋滞箇所から
特定解除。

令
和
２
年
度

第
２
回

R3/7/19

【主な議論の内容】
主要渋滞箇所の特
定解除方針につい
て確認。ソフト施策
（TDM）等による渋
滞対策検討の実施
体制、調査分析方
針の確認。

令
和
３
年
度

第
１
回

渋滞対策協議会での協議事項のポイント

①主要渋滞箇所（一般道路）のモニタリング
主要渋滞箇所選定時と現在の渋滞状況の比較

【主要渋滞箇所全箇所】⇒特定解除

②事業完了による対策効果検証
主要渋滞箇所選定時以降に完了した
事業周辺の事業前後の交通状況比較
【事業周辺の主要渋滞箇所等】
⇒特定解除

③京都府域における交通課題
等の情報提供・共有

京都府域における渋滞に関連した
交通課題等の情報提供・共有

【主な議論の内容】
主要渋滞箇所の特
定解除フローの追
加・変更について確
認。旅行速度モニタ
リングリンク長の見
直しについて確認。

R6/8/6

【主な議論の内容】
主要渋滞箇所の
対策実施状況の
報告。旅行速度モ
ニタリングリンク長
の見直しについて
進捗報告。解除候
補箇所2箇所を提
案。

令
和
６
年
度

R5/8/1

令
和
５
年
度

第
１
回



２．主要渋滞箇所の特定・公表

主要渋滞箇所（154箇所）

一般道路

事務局提示 素案箇所
１３８箇所

その他追加意見（パブコメ）
７３箇所

渋
滞
が
確
認

さ
れ
た
も
の

渋
滞
が
確
認

さ
れ
な
い
も
の

３１箇所 ４２箇所

３０区間（58箇所）

道路管理者・事業者
等からの意見

80箇所

○平成24年度に、旅行速度データ等から主要渋滞箇所（素案）を抽出し、道路管理者・交通管理者等からの意
見や、パブリックコメントによる道路利用者からの意見を踏まえて、主要渋滞箇所を154箇所選定。

〇これまでに、京都府域の主要渋滞箇所数は、平成28年度に1箇所、平成30年度に2箇所、令和元年度に7箇
所、令和2年度に1箇所を特定解除しており、現在は143箇所。

「Ｈ25.2.15公表」
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平成28年度、平成30年度、令和
元年度、令和2年度に審議し、

11箇所を特定解除主要渋滞箇所（143箇所）

16箇所

最新データにより
現地の状況確認
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３．検討体制 協議会資料１

〇京都府域渋滞対策協議会は、平成24年度に京都府域における道路交通渋滞対策に対する総合的な渋滞対
策計画についてとりまとめることを目的に設立し、毎年開催。

○また、京都都市圏の主要渋滞箇所における具体的な対策について議論することを目的に、京都都市圏ワーキ
ンググループ（WG）の設置し、これまでに３回開催（H30、R3、R4）

【構成員】

●道路管理者 ●交通関連行政機関

京都国道事務所、京都府、京都市、関係する基礎自治体 京都府警察本部

【事務局】

●京都国道事務所 計画課、京都府 建設交通部道路計画課、京都市建設局建設企画部建設企画課

【構成員】
●道路管理者

京都国道事務所、福知山河川国道事務所、京都府、京都市、西日本高速道路（株）
●交通関連行政機関

京都府警察本部、国土交通省近畿運輸局 、国土交通省近畿地方整備局
●地域や道路利用者

一般社団法人京都府トラック協会、一般社団法人京都府バス協会、
一般社団法人京都府タクシー協会、公益社団法人京都府観光連盟、一般社団法人京都経済同友会

【事務局】
●京都国道事務所 計画課、京都府 建設交通部道路計画課、京都市建設局建設企画部建設企画課

京都府域渋滞対策協議会

京都都市圏ワーキンググループ



４．令和６年度第1回協議会での協議事項

○本日の協議会では、以下の議題について報告、審議を予定。

令和6年度第1回協議会での協議内容

協議会資料１

備考内容項目

 これまでの経緯の報告報告①京都府域渋滞対策協議会の経緯

新型コロナウイルス感染拡大後の生活様式の変化等に
よる京都府域の交通への影響を報告

報告②京都府域の交通状況等の変化

全主要渋滞箇所の対策実施状況を報告

対策実施予定箇所の報告

対策実施箇所の効果検証の報告

報告③主要渋滞箇所の対策実施状況

旅行速度モニタリングリンク長の見直し状況の報告

 R6年度特定解除候補箇所の調査・分析結果の報告

 R7年度特定解除候補の審議

報告
・
審議

④主要渋滞箇所の特定解除

第1回協議会以降のスケジュールの報告報告⑤今後の予定

⑥その他
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（参考） 令和５年度第1回協議会での協議事項
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○令和5年度第1回協議会を対面にて開催（令和5年8月1日（火））。
○主に京都府域内の交通状況の変化や主要渋滞箇所の特定解除について意見交換や協議を実施。

協議会資料１

主な議事、意見等議題

－（１）京都府域渋滞対策協議会の経緯

• 新型コロナウィルス感染症を踏まえた交通状況の変化について事務局より報告。
• その後、各団体より業界の人手不足の現状や観光客数に関する直近の状況について報告。
＜主な意見＞
• 交通量は完全には回復していないが、最近渋滞が増えてきている。コロナ禍以前と比べると、交通の時間
分散が図られていないのではないか。

• コロナ禍を経て少人数単位の移動が定着したことにより、交通状況に影響している可能性がある。
• 観光客増加に対してＰ＆Ｒなど計画する場合は、拠点間を送迎するドライバー不足の問題等も考慮する
必要がある。

（２）京都府域の交通状況等の変化

• 主要渋滞箇所の対策実施状況を事務局より説明し、了承された。（３）主要渋滞箇所の対策実施状況

• 主要渋滞箇所の特定解除フローについて、渋滞状況の確認における旅行速度モニタリングリンク長の見
直しを行うことを事務局より提案。あわせて、個別の現地状況確認の選定条件に道路管理者からの指摘
箇所を追加し、候補箇所の特定解除に向けた調査を明記するよう、特定解除フローを変更することを事
務局より提案し、それぞれ了承された。

• 主要渋滞箇所の特定解除について、令和４年度に候補箇所とした２交差点（木津交差点・西大路七条
交差点）は現地で渋滞が確認されたため、令和５年度は特定解除を行わず、モニタリングを継続していくこ
とを事務局より報告した。

• また、令和６年度の特定解除に向け、主要渋滞箇所２箇所（河原町丸太町交差点、祝園駅前交差
点）に対して、特定解除に向けた調査を行うことを事務局より提案し、それぞれ了承された。

＜主な意見＞
• コロナ禍でマイカーの利用特性など変化していることも考えられる。 主要渋滞箇所のモニタリングについては、
交通量の変化も考慮する必要し、より現況に近い分析結果となるよう、分析の高度化を進めていくことは
望ましい。

（４）主要渋滞箇所の特定解除

－（５）今後の進め方

－（６）その他（情報提供等）


